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特集

COOL JAPAN
のゆくえのゆくえ

“COOL JAPAN” を歴史的に振り返ると、葛飾北斎や喜多川歌麿などの浮世絵が注目
された 19 世紀後半のヨーロッパでのジャポニスムブームが思い起こされる。そして現
在、COOL JAPAN をリードするのは、アニメ、ゲーム、漫画など、サブカルオタク
文化である。ジャポニスムが画家や知識人を中心に流行したのと異なり、今や世界中の
若者たちが日本発のコンテンツを支持し、さらに発展させている。折しも、今年は
1917（大正６）年に日本最古のアニメの一つ『なまくら刀』が公開されてから 100
年にあたる。さて、世界が注目する日本発のサブカル文化のゆくえは。

─日本の魅力を世界へ─
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リ
オ
五
輪
の
閉
会
式
で
は
、
ド
ラ
え
も
ん

や
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
ら
に
率
い
ら
れ
、
安
倍
首

相
が
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
姿
で
登
場
し
た
。
戦

後
、
軍
事
大
国
を
捨
て
、
経
済
大
国
の
道
を

た
ど
っ
た
も
の
の
、失
わ
れ
た
20
年
を
経
て
、

今
や
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
は
そ
れ
ら
ポ
ッ
プ
な

文
化
と
な
り
、2020

T
okyo

は
そ
の
路

線
で
行
く
こ
と
を
世
界
に
宣
言
し
た
。

　
ア
ニ
メ
、
マ
ン
ガ
、
ゲ
ー
ム
の
人
気
は
定

着
し
た
。
世
界
各
地
で
開
催
さ
れ
る
日
本
好

き
オ
タ
ク
イ
ベ
ン
ト
の
年
間
動
員
数
は
２
０

０
０
万
人
に
の
ぼ
る
と
い
う
。
そ
し
て
最
近

は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
け
で
は
な
く
、
食
や
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
モ
ノ
づ
く
り
や
サ
ー
ビ
ス

も
海
外
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
外
国
人
が
日
本
の
ク
ー
ル
な
も
の
を
取
り

上
げ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「cool japan 

発
掘
！
か

っ
こ
い
い
ニ
ッ
ポ
ン
」。
12
年
目
の
長
寿
番

組
だ
が
、
ネ
タ
は
尽
き
な
い
。
私
が
出
演
し

た
テ
ー
マ
は
、
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
、

音
楽
、
カ
ラ
オ
ケ
、
秋
葉
原
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
と
い
っ
た
流
行
文
化
ば
か

り
で
は
な
い
。
麺
、
ど
ん
ぶ
り
、
居
酒
屋
、

家
庭
料
理
と
い
っ
た
「
食
」
に
加
え
て
、
友

達
、
子
育
て
、
女
子
、
恋
人
、
礼
儀
、
歳
、

出
会
い
、
宅
配
便
、
と
い
っ
た
も
の
も
あ
る
。

「
ク
ー
ル
」
の
幅
は
広
い
。

　
国
内
コ
ン
テ
ン
ツ
市
場
は
12
兆
円
だ
が
、

こ
れ
を
利
用
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品
等
の

ビ
ジ
ネ
ス
や
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
デ
ザ
イ

ン
、
建
築
、
観
光
な
ど
の
関
連
市
場
や
波
及

効
果
を
合
わ
せ
れ
ば
１
０
０
兆
円
以
上
の
産

業
領
域
が
広
が
る
。

　
政
府
は
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
政
策
と
称
し
、

文
化
産
業
の
海
外
展
開
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
か
つ
て
規
制
の
対
象
で
し
か
な
か

っ
た
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
今
や
国
の
宝
な

の
だ
。少
子
化
で
国
内
市
場
が
縮
小
す
る
中
、

世
界
市
場
に
成
長
の
活
路
を
見
出
す
尖
兵
と

し
て
期
待
し
て
い
る
。

　
私
は
内
閣
官
房
知
的
財
産
戦
略
本
部
の
座

長
や
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
推
進
会
議
の
「
ポ
ッ

プ
カ
ル
チ
ャ
ー
分
科
会
」
の
議
長
と
し
て
そ

の
政
策
に
携
わ
り
、
政
府
の
本
気
度
の
高
ま

り
を
感
じ
て
い
る
。
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
の

競
争
力
を
活
か
し
つ
つ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

食
、
家
電
と
い
っ
た
日
本
の
強
み
を
組
み
合

わ
せ
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
と
い
う
ポ
ッ
プ
な
文

化
力
と
、
テ
ッ
ク
な
モ
ノ
づ
く
り
の
技
術
力

を
か
け
合
わ
せ
る
戦
略
だ
。

　
そ
の
力
を
強
化
す
る
た
め
、
慶
應
義
塾
大

学
を
軸
に
産
官
学
連
携
の
構
想
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
東
京
都
港
区
の
ベ
イ
エ
リ
ア
、
竹

芝
地
区
に
ポ
ッ
プ
×
テ
ッ
ク
の
集
積
拠
点
を

創
る
Ｃ
ｉ
Ｐ
（C

ontents innovation 
Program

）。
国
家
戦
略
特
区
の
認
定
を
受

け
、
研
究
・
教
育
や
起
業
支
援
を
推
進
す
る

場
を
50
の
企
業
・
団
体
と
と
も
に
整
備
し
て

い
る
。
開
業
は
２
０
２
０
年
。
超
人
ス
ポ
ー

ツ
、
世
界
オ
タ
ク
研
究
所
な
ど
魅
力
的
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
そ
の
地
で
広
が
る
計
画
だ
。

　2020
T

okyo

に
は
世
界
の
視
線
が
集
ま

る
。
ポ
ッ
プ
×
テ
ッ
ク
の
文
化
産
業
力
を
発

揮
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
。
新
拠
点
を
シ
ョ
ウ
ケ

ー
ス
と
し
て
活
か
し
、
発
信
し
た
い
。

政
策
と
し
て
の
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン 

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
　
教
授
　
中な

か
む
ら村

伊い

ち

や

知
哉
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O
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メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
（
K
M
D
）

の
杉
浦
一
徳
准
教
授
が
担
当
す
る
「
日
本
の

オ
タ
ク
文
化
と
多
国
籍
的
関
係
」
は
、
国
際

セ
ン
タ
ー
設
置
の
授
業
で
、
学
部
学
生
に
加

え
て
、
多
く
の
留
学
生
が
履
修
し
て
い
る
。

ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
、
漫
画
、
コ
ス
プ
レ
、
”萌

え
“…
…
な
ど
、
オ
タ
ク
文
化
と
世
界
の
関

係
を
考
察
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
講
座
で
あ
る
。

　
５
月
12
日
の
授
業
で
は
、
杉
浦
准
教
授
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
な
り
、
声
優
・
歌
手

の
岩
男
潤
子
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
。『
カ

ー
ド
キ
ャ
プ
タ
ー
さ
く
ら
』
の
大
道
寺
知
世

な
ど
の
声
を
演
じ
た
岩
男
さ
ん
は
、
声
優
と

し
て
成
功
す
る
ま
で
の
ス
テ
ッ
プ
や
、
録
音

現
場
の
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
紹

介
。
さ
ら
に
、
海
外
で
の
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス

ポ
で
は
、
自
身
が
演
じ
た
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
コ
ス
プ
レ
で
参
加
し
た
外
国
人
が
大

勢
い
て
感
激
し
た
こ
と
な
ど
、
日
本
ア
ニ
メ

の
海
外
で
の
人
気
を
語
っ
た
。
そ
し
て
、
岩

男
さ
ん
の
話
を
英
語
で
通
訳
し
な
が
ら
進
行

す
る
杉
浦
准
教
授
の
『
カ
ー
ド
キ
ャ
プ
タ
ー

さ
く
ら
』
の
コ
ス
プ
レ
に
も
学
生
た
ち
は
興

味
津
々
。

　
杉
浦
准
教
授
に
、
オ
タ
ク
文
化
と
ク
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
。

Ｑ 

日
本
発
の
オ
タ
ク
文
化
の
世
界
に
お
け

る
現
状
は
？

杉
浦
　
オ
タ
ク
と
い
う
言
葉
は
世
界
に
浸
透

し
、
い
わ
ゆ
る
オ
タ
ク
文
化
も
世
界
中
で
新

し
く
創
造
さ
れ
て
い
ま
す
。日
本
は
ア
ニ
メ
、

ゲ
ー
ム
、
コ
ス
プ
レ
、
独
特
な
少
女
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が

主
体
的
に
出
て
き
た
発
祥
の
地
で
あ
り
、
聖

地
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
に
お
い
て
、
日

本
は
す
で
に
ハ
ブ
で
は
な
く
、
一
つ
の
ブ
ラ

ン
チ
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
認
識
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
中
国
語
圏
で
オ
タ

ク
的
な
興
味
を
持
つ
人
は
約
３
億
人
も
い
る

と
い
わ
れ
、
当
然
で
す
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
活
動
も
盛
ん
で
す
。

Ｑ 

オ
タ
ク
文
化
の
価
値
を
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
？

杉
浦
　
私
は
、
オ
タ
ク
と
は
あ
る
特
定
の
分

野
に
と
て
も
深
い
興
味
を
抱
き
、
主
体
的
に

な
れ
る
人
材
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
そ
の
知
識
や
経
験

を
人
と
共
有
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
す

る
こ
と
で
す
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
な
ど
の
当
時
の

 

オ
タ
ク
文
化
を
創
造
す
る
鍵
は
、
知
識
と
経
験
の
共
有

CO
O

L 
JA

PAN

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
究
科

准
教
授
　

杉す
ぎ
う
ら
か
ず
の
り

浦
一
徳
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最
先
端
の
音
楽
の
流
れ
に
刺
激
を
受
け
た
人

た
ち
が
、
自
分
も
や
り
た
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
作
り
、
楽
器
を
演
奏
し
、
詞
と
曲
を
自

作
し
て
や
が
て
世
界
に
広
ま
っ
た
よ
う
に
、

文
化
の
創
造
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で

仕
組
み
や
概
念
を
共
有
し
て
盛
り
上
が
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

Ｑ 

オ
タ
ク
関
連
の
講
座
を
開
い
た
き
っ
か

け
は
？

杉
浦
　
K
M
D
で
、
か
つ
て
こ
の
分
野
を
担

当
し
て
い
た
方
が
忙
し
く
な
り
、
引
き
継
ぐ

人
は
い
な
い
か
と
、
私
に
白
羽
の
矢
が
立
っ

た
の
が
始
ま
り
で
す
。
私
の
専
門
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
な
の
で
す
が
、
そ
の
分
野
を
深
く
掘
り

下
げ
て
い
く
う
ち
に
、
大
学
教
員
も
一
つ
の

分
野
に
精
通
し
て
い
る
オ
タ
ク
な
の
だ
と
気

づ
き
ま
し
た
。
そ
の
知
識
や
経
験
を
学
生
た

ち
と
共
有
す
る
こ
と
で
、
そ
の
先
の
新
し
い

創
造
性
を
学
生
た
ち
に
託
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
研
究
室
や
講
座
は
一
つ
の
オ
タ
ク
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
な
の
で
す
。
こ
の
授
業
を
始
め
る

に
あ
た
り
、
学
生
に
ど
う
オ
タ
ク
文
化
を
伝

え
よ
う
か
と
考
え
、「
協
調
性
」
と
「
経
験

の
共
有
」
を
柱
に
し
ま
し
た
。
オ
タ
ク
は
一

般
的
に
協
調
性
が
な
い
人
た
ち
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
は
極
め

て
協
調
性
が
高
く
、
知
識
と
経
験
を
共
有
し

て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
具
体
的
な
例
と
と
も

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

今
後
の
オ
タ
ク
文
化
に
つ
い
て
は
？

杉
浦
　
新
し
い
文
化
を
発
信
す
る
オ
タ
ク

は
、
も
は
や
世
の
中
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

重
要
な
存
在
で
す
。
い
わ
ゆ
る
サ
ブ
カ
ル
チ

ャ
ー
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
シ
ミ
ュ
ラ
ー
ク
ル

（
模
倣
）
や
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
い
う
か
た
ち
で

発
表
さ
れ
、
必
ず
元
や
原
型
が
存
在
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
世
の
中
に
、
そ
れ
に
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
る
動
き
が
あ
る
。
経
済
優
先
で
、

コ
ン
テ
ン
ツ
に
対
す
る
権
利
ば
か
り
を
主
張

す
る
世
界
に
な
っ
て
い
ま
す
。
経
済
よ
り
上

に
、
人
間
の
共
生
と
い
う
考
え
が
存
在
す
る

は
ず
な
の
に
、そ
れ
が
見
え
な
い
の
が
残
念
。

そ
れ
で
も
オ
タ
ク
の
活
動
は
、
今
後
さ
ら
に

世
界
を
巻
き
込
ん
で
広
が
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。

CO
O

L 
JA

PAN

COOL JAPANのゆくえのゆくえ

◆
授
業
を
履
修
し
て
い
る
学
生
の
声

　「母
国
の
カ
ナ
ダ
で
『
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
』

な
ど
の
ア
ニ
メ
に
ふ
れ
て
、
日
本
に
夢
中

に
な
り
、
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

こ
の
授
業
は
毎
週
何
を
や
っ
て
く
れ
る
の

だ
ろ
う
と
と
て
も
楽
し
み
。
先
日
は
杉
浦

先
生
の
情
報
を
も
と
に
ク
ラ
ス
の
仲
間
と

秋
葉
原
ツ
ア
ー
を
し
ま
し
た
。
将
来
は
日

本
の
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
を
世
界
に
発
信
す
る
懸
け
橋
に
な
れ

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　「日
本
の
”カ
ワ
イ
イ
文
化
“に
興
味
が
あ

り
、YouTube

を
使
っ
て
英
語
で
発
信
し

て
い
ま
す
。
授
業
で
は
、
世
界
で
オ
タ
ク

文
化
な
ど
の
日
本
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
が

ど
う
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
学
ん
で

い
ま
す
。
留
学
生
が
多
く
て
、
独
特
の
雰

囲
気
が
面
白
い
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
『
カ

ワ
イ
イ
大
使
』（
外
務
省
委
嘱
の
ポ
ッ
プ
カ

ル
チ
ャ
ー
発
信
使
）
だ
け
で
は
リ
ア
ル
な

日
本
の
”カ
ワ
イ
イ
“
を
伝
え
き
れ
て
い
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
も
日
本
の
”カ
ワ

イ
イ
“を
も
っ
と
世
界
に
広
め
る
活
動
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
」

別
科･

日
本
語
研
修
課
程

ア
リ
ー
君

法
学
部
政
治
学
科
３
年

髙た
か

田だ

れ

な

玲
奈
君
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２
０
１
６
年
秋
、
義
塾
教
員
チ
ー
ム

は
、FutureLearn

を
通
じ
て
オ
ン
ラ
イ

ン
講
座“A

n Introduction to Japanese 
Subcultures”

を
配
信
し
た
。
こ
の
講
座

で
は
少
年
・
少
女
漫
画
、
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
、

Ｊ-

Ｐ
O
Ｐ
ア
イ
ド
ル
な
ど
を
取
り
上
げ
、

１
９
７
０
年
代
以
降
の
日
本
の
若
者
文
化

を
、
受
講
生
同
士
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も

交
え
な
が
ら
考
察
し
た
。
講
座
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
大
串
尚
代
文
学
部
教
授

は
、
主
に
少
女
漫
画
を
題
材
に
し
た
部
分
を

担
当
し
た
。

Ｑ 

ど
の
よ
う
な
切
り
口
で
日
本
の
サ
ブ
カ

ル
チ
ャ
ー
を
紹
介
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

大
串
　
単
に
情
報
を
総
花
的
に
紹
介
す
る
の

で
は
な
く
、
大
き
な
テ
ー
マ
を
「
未
成
熟

（im
m

aturity

）」
と
し
て
、
受
講
者
と
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
ま
し
た
。

ア
ニ
メ
や
漫
画
の
主
人
公
は
、
未
成
熟
な
少

年
少
女
で
、連
載
や
放
送
が
何
年
続
こ
う
と
、

大
人
に
な
っ
た
り
、
特
別
強
く
な
っ
た
り
し

な
い
ま
ま
、
敵
を
倒
し
た
り
、
苦
境
を
克
服

し
た
り
し
ま
す
。
日
本
の
サ
ブ
カ
ル
の
世
界

で
は
、
人
間
は
進
歩
す
べ
き
、
成
長
す
べ
き

と
い
う
こ
と
に
拘
泥
せ
ず
に
、
未
成
熟
で
あ

り
続
け
る
こ
と
が
肯
定
的
に
描
か
れ
て
い
る

と
も
い
え
ま
す
。
各
国
の
受
講
者
に
自
国
で

は
未
成
熟
が
ど
う
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
質
問

を
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
国
で
未
成
熟
は
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
成
長

や
成
熟
が
求
め
ら
れ
る
な
か
で
、
日
本
の
サ

ブ
カ
ル
の
世
界
で
は
、未
成
熟
が
許
さ
れ
る
。

こ
こ
に
世
界
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
理
由

の
一
端
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

Ｑ 

少
女
漫
画
に
興
味
を
持
つ
理
由
は
？

大
串
　
私
の
専
門
分
野
は
、
リ
デ
ィ
ア
・
マ

リ
ア
・
チ
ャ
イ
ル
ド
な
ど
19
世
紀
の
米
女
性

作
家
の
家
庭
小
説
で
す
。
あ
る
と
き
、
日
本

の
少
女
漫
画
に
こ
れ
ら
家
庭
小
説
を
下
敷
き

に
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
子
ど

も
時
代
に
『
キ
ャ
ン
デ
ィ
・
キ
ャ
ン
デ
ィ
』

な
ど
の
外
国
が
舞
台
の
少
女
漫
画
が
好
き
だ

っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
た
の
だ
と
納
得
し

ま
し
た
。少
女
漫
画
は
関
係
性
の
物
語
で
す
。

男
女
や
友
達
、
家
族
の
関
係
性
が
重
要
な
テ

ー
マ
で
、
こ
れ
も
研
究
分
野
の
家
庭
小
説
と

通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

FutureLearn

で
少
女
漫
画
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
　

CO
O

L 
JA

PAN

FutureLearn とは
FutureLearn は、英国の通信教育で実
績 の あ る Open University が、23 の
トップ大学およびブリティッシュ・カ
ウンシル、大英博物館、大英図書館と
連携して 2013 年に配信を開始したオ
ンライン教育配信事業体です。現在の
参加機関は慶應義塾大学を含めて 127
機関で、世界 231 カ国から 620 万人
以上が登録・受講しています（2017
年６月現在）。人文科学から自然科学ま
で多彩なコースが用意されており、そ
の多くが英語により無料で提供されま
す。詳細はWebサイトをご覧ください。

FutureLearn 公式サイト
URL https://www.futurelearn.com/

FutureLearn 慶應義塾大学サイト
URL https://www.futurelearn.com/

partners/keio-university
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義
塾
を
卒
業
後
、
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
作
り

手
と
し
て
活
躍
す
る
塾
員
も
少
な
く
な

い
。
最
後
に
、
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
活

動
後
、
現
在
は
東
京
藝
術
大
学
で
教
授
を

務
め
て
い
る
布
山
タ
ル
ト
君
か
ら
の
寄
稿

文
を
紹
介
す
る
。

　
私
が
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
り
始
め
た

の
は
、
１
９
９
１
年
に
S
F
C
の
環
境
情

報
学
部
に
入
学
し
て
す
ぐ
の
こ
と
で
す
。

ノ
ー
マ
ン
・
マ
ク
ラ
レ
ン
と
い
う
作
家
に

憧
れ
て
８
mm
フ
ィ
ル
ム
の
作
品
を
自
主
制

作
し
、
S
F
C
の
七
夕
祭
で
野
外
上
映
し

ま
し
た
。
小
さ
な
規
模
で
し
た
が
、
自
分

の
作
品
を
媒
介
と
し
て
人
と
交
流
す
る
喜

び
を
知
り
、
そ
の
後
の
活
動
を
支
え
る
か

け
が
え
の
な
い
原
体
験
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
先
日
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で

『N
ippon Connection

』※
と
い
う
日
本

映
画
祭
に
参
加
し
た
時
、
そ
の
頃
の
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
こ
の
映
画
祭
は
、

現
地
の
日
本
映
画
フ
ァ
ン
の
大
学
生
た
ち

が
17
年
前
に
始
め
た
も
の
で
す
が
、
今
や

世
界
最
大
規
模
の
日
本
映
画
祭
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
に

関
わ
る
大
勢
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
、
全
員

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
だ
そ
う
で
す
。
自

主
的
に
参
加
し
て
楽
し
そ
う
に
働
く
彼
ら

と
接
し
て
い
て
、
自
身
の
学
生
時
代
の
初

心
を
思
い
出
し
、
心
動
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
海
外
で
日
本
の
作
品
が
持
続
的
に
受
容

さ
れ
る
現
場
に
は
、
必
ず
こ
う
し
た
フ
ァ

ン
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
は
人
生
の

ど
こ
か
で
優
れ
た
日
本
の
作
品
に
出
会

い
、
感
動
し
、
情
熱
を
か
き
立
て
ら
れ
た

人
た
ち
で
す
。
い
わ
ば
日
本
文
化
と
の
出

会
い
の
原
体
験
を
持
っ
て
い
る
。
彼
ら
は

作
品
を
作
る
立
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

か
と
い
っ
て
単
な
る
消
費
者
で
は
な
く
、

場
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
生
産

者
で
す
。
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
で
は
、

日
本
文
化
の
消
費
者
を
増
や
す
こ
と
を
主

要
な
目
的
に
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
長
期
的
な
発
展
の
た
め
に
は
、
こ
う

し
た
広
い
意
味
で
の
生
産
者
を
増
や
す
こ

と
に
力
点
を
お
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
重
要
な
の
は
、
一
部
の
ヒ
ッ
ト

作
だ
け
で
な
く
、
市
場
原
理
か
ら
外
れ
た

表
現
に
も
光
を
あ
て
、
多
様
性
を
守
る
こ

と
で
す
。
と
い
う
の
も
、
人
々
を
行
動
へ

と
駆
り
立
て
る
原
体
験
を
生
み
出
す
作
品

と
い
う
の
は
、
必
ず
し
も
マ
ス
に
訴
え
る

作
品
ば
か
り
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
幸
運

に
も
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
は
個
人
作
家
の
作
品
も
含
め
、
世
界

的
に
も
類
の
な
い
多
様
性
を
持
っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
も
そ
の
多
様
性
を
先
細
り

さ
せ
な
い
こ
と
こ
そ
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。

原
体
験
を
生
み
出
す
た
め
に  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
藝
術
大
学
　
教
授

（
環
境
情
報
学
部
卒
業
、
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
修
士
課
程
修
了
）
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COOL JAPANのゆくえのゆくえ

Nippon Connection で実施した
アニメーション制作ワークショップの様子
※http://www.nipponconnection.com/


